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化学変化・原子分子 名前

問1 一定の質量の炭素粉末と、さまざまな質量の酸化銅を混ぜ合わせて加熱し、酸化銅を還元させて銅を取り出す実験を行いました。このとき、加
えた酸化銅の質量と、得られた銅の質量の関係を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2020年 富山県公立入試 類似）

1. 酸化銅がある一定の質量に達する
までは、銅の生成量は比例して増加
するが、その後は一定になる

2. 炭素と反応して銅が生成されるた
め、酸化銅の質量を増やすほど、得
られる銅の質量は減少していく

3. 加えた酸化銅の質量に関わらず、
得られる銅の質量は常に炭素の質量
と同じになる

4. 酸化銅の質量を増やすほど、得ら
れる銅の質量も際限なく比例して増
加する

問2 メタンを燃焼させたときに生じる物質を確認する方法として、最も適切な説明を選択してください。 （2023年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 発生した気体に火のついたマッチ
を近づけると音を立てて燃え、生じ
た液体が赤色の塩化コバルト紙を青
色に変える。

2. 発生した気体に火のついた線香を
近づけると炎を上げて燃え、生じた
液体が青色のリトマス紙を赤色に変
える。

3. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、生じた液体が青色の塩化コ
バルト紙を赤色に変える。

4. 発生した気体を石灰水に通すと白
く濁り、生じた液体がヨウ素液に反
応して青紫色に変わる。

問3 銅の粉末をステンレス皿に入れ、薬さじでかき混ぜながら空気中で十分に加熱したとき、生じた物質の名称と、反応前後での色の変化の組み合
わせとして正しいものはどれですか。 （2015年 山梨県公立入試 類似）

1. 酸化銅が生成され、赤褐色から黒
色に変化した

2. 酸化銅が生成され、黒色から赤褐
色に変化した

3. 硫化銅が生成され、赤褐色から黒
色に変化した

4. 二酸化銅が生成され、赤褐色から
青白色に変化した

問4 乾いた鉄粉、活性炭、少量の食塩水をビーカーに入れてよく混ぜ合わせ、温度計で温度の変化を観察しました。この実験で確認される現象と、
その理由について述べた文として正しいものはどれか選びなさい。 （2020年 長崎県公立入試 類似）

1. 鉄粉が空気中の酸素と結びつく酸
化反応が起こり、熱が発生して温度
が上昇した。

2. 鉄粉が空気中の窒素と結びつく反
応が起こり、周囲の熱を奪って温度
が上昇した。

3. 鉄粉が食塩水に含まれる塩分と反
応して二酸化炭素を発生させ、温度
が上昇した。

4. 活性炭が酸素を放出して鉄粉を還
元させたため、激しい熱が発生して
温度が上昇した。

問5 炭酸水素ナトリウムを試験管に入れて加熱したとき、試験管の口付近に液体が発生して付着した。この液体が水であることを確かめるための操
作と、その際に見られる色の変化の組み合わせとして適切なものはどれか。 （2020年 山梨県公立入試 類似）

1. 青色の塩化コバルト紙につけると
、色が赤色に変化する

2. 赤色の塩化コバルト紙につけると
、色が青色に変化する

3. 赤色のリトマス紙につけると、色
が青色に変化する

4. 青色のリトマス紙につけると、色
が赤色に変化する

問6 マグネシウムを空気中で加熱する実験を行い、マグネシウムの質量と、結びついた酸素の質量の関係を調べた。マグネシウム1.20gを完全に反応
させたとき、得られた酸化マグネシウムの質量と、その際に反応した酸素の質量の組み合わせとして正しいものを、マグネシウムと酸素の質量
比が3対2であることを踏まえて選びなさい。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 酸化マグネシウム：1.80g、酸素
：0.60g

2. 酸化マグネシウム：2.00g、酸素
：0.80g

3. 酸化マグネシウム：3.00g、酸素
：1.80g

4. 酸化マグネシウム：2.00g、酸素
：1.20g

問7 1.20gのマグネシウムを加熱し、質量が2.00gで一定になったとき、結びついた酸素の質量は何gですか。また、マグネシウムの質量と結びつい
た酸素の質量の比（マグネシウム：酸素）を最も簡単な整数比で答えなさい。 （2023年 香川県公立入試 類似）

1. 酸素の質量は0.80gで、質量の比
は3：2である。

2. 酸素の質量は0.80gで、質量の比
は2：3である。

3. 酸素の質量は2.00gで、質量の比
は3：5である。

4. 酸素の質量は3.20gで、質量の比
は3：8である。

問8 炭酸水素ナトリウム2.0gを加熱すると、二酸化炭素と水が発生し、試験管には1.3gの炭酸ナトリウムが残りました。このように、加熱によって
物質の質量が減少した理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 空気中の酸素と結びつくことで、
もともとの物質の結合が切れて軽く
なったため

2. 反応によって物質の一部が気体や
液体（水蒸気）となって、試験管の
外へ逃げていったため。

3. 熱分解によって物質を構成する原
子そのものが消滅し、全体の個数が
減ったため。

4. 固体が液体に変化する際、密度が
大きくなることで全体の質量が減少
したため。

問9 酸化銀を試験管に入れ、発生した気体を水上置換法で集める実験を行いました。このとき発生した気体の性質と、加熱後に試験管に残った物質
の性質の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 発生した気体は特有の刺激臭があ
り、残った物質をたたくともろく砕
ける。

2. 発生した気体に火のついた線香を
入れると激しく燃え、残った物質を
たたくと薄く広がる。

3. 発生した気体に火のついた線香を
入れると火が消え、残った物質をこ
すっても光沢は出ない。

4. 発生した気体は石灰水を白く濁ら
せ、残った物質は電気をよく通す。

問10 化学変化の前後で、反応に関わった物質全体の質量が変化しない理由について、物質を構成する原子の挙動に着目して説明したものとして最も
適切なものはどれですか。 （2020年 高知県公立入試 類似）

1. 原子の組み合わせは変化するが、
原子の種類と数は変化しないから。

2. 原子の組み合わせも、原子の種類
や数も、すべて変化しないから。

3. 原子の組み合わせも、原子の種類
や数も、すべて新しく変化するから
。

4. 原子の種類と数は変化するが、原
子の組み合わせは変化しないから。

問11 溶鉱炉の上部から鉄鉱石とコークスを入れ、下部から熱風を吹き込んで鉄を取り出す工程において、炉内で行われている化学反応の説明として
最も適切なものはどれですか。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 酸化鉄が一酸化炭素と反応して、
熱分解により鉄と酸素に分かれる。

2. 酸化鉄が酸化されて鉄になり、一
酸化炭素が還元されて二酸化炭素に
なる。

3. 酸化鉄が還元されて鉄になり、一
酸化炭素が酸化されて二酸化炭素に
なる。

4. 酸化鉄と一酸化炭素が中和反応を
起こし、鉄と水が生成される。

問12 化学変化の前後で、物質全体の質量が変化しない理由を、原子の性質に基づいて説明したものとして正しいものはどれか。 （2026年 秋田県公立入試

類似）

1. 化学変化によって原子が他の種類
の原子に変化しても、その重さは変
わらないため

2. 化学変化の前後で、原子の組み合
わせは変わるが、原子の種類と数は
変わらないため

3. 化学変化の前後で、物質を構成す
る分子の種類も数も、一切変化しな
いため

4. 化学変化が起こると、原子が消滅
したり新しく生成されたりして、質
量が調整されるため
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

酸化銅がある一定の質量に達するまでは、銅
の生成量は比例して増加するが、その後は一
定になる

化学反応において、反応する物質どうしの質量の比は常に一定です。炭素の量を固定している
場合、その炭素と過不足なく反応できる酸化銅の量には上限があります。炭素が残っている間
は、酸化銅を加えるほど比例して銅の生成量が増加しますが、炭素がすべて反応しきった後は
、それ以上酸化銅を加えても反応が起きないため、銅の生成量は一定となります。

問2 答え 3
発生した気体を石灰水に通すと白く濁り、生
じた液体が青色の塩化コバルト紙を赤色に変
える。

メタン（CH₄）が燃焼すると、炭素原子が酸素と結びついて二酸化炭素になり、水素原子が酸
素と結びついて水になります。二酸化炭素は石灰水を白く濁らせる性質があり、水は青色の塩
化コバルト紙を赤色（桃色）に変える性質があるため、これらの反応によって生成物を確認で
きます。

問3 答え 1
酸化銅が生成され、赤褐色から黒色に変化し
た

赤褐色の銅を空気中で加熱すると、酸素と結びつく「酸化」という化学変化が起こります。こ
の反応によって新しく生成された物質は酸化銅と呼ばれ、もとの銅とは性質が異なる黒色の固
体となります。

問4 答え 1
鉄粉が空気中の酸素と結びつく酸化反応が起
こり、熱が発生して温度が上昇した。

鉄粉、活性炭、食塩水を混ぜると、空気中の酸素と鉄粉の酸化反応が急速に進みます。この化
学反応は熱を放出する発熱反応であるため、混合物全体の温度が上昇します。活性炭や食塩水
は、この酸化反応を速やかに進める助け（触媒や電解質としての役割）をしています。

問5 答え 1
青色の塩化コバルト紙につけると、色が赤色
に変化する

炭酸水素ナトリウムを加熱すると、炭酸ナトリウム、二酸化炭素、そして水に分解される。発
生した液体が水であることを確認するには塩化コバルト紙を用いる。塩化コバルト紙は乾燥状
態では青色をしているが、水に触れると赤色（または桃色）に変化する性質があるため、この
反応を利用して物質を特定する。

問6 答え 2
酸化マグネシウム：2.00g、酸素：0.80g

マグネシウムと酸素が化合する質量比は3対2であり、生成される酸化マグネシウムの質量は、
反応したマグネシウムと酸素の質量の和に等しくなります。マグネシウムが1.20gの場合、反
応する酸素の質量は 1.20 × (2/3) ＝ 0.80g
となります。したがって、生成される酸化マグネシウムの質量は 1.20 ＋ 0.80 ＝
2.00g、あるいは比の計算（1.20 × 5/3）により2.00gと算出されます。

問7 答え 1
酸素の質量は0.80gで、質量の比は3：2であ
る。

加熱後の物質（酸化マグネシウム）の質量2.00gから、もとのマグネシウムの質量1.20gを引
いた差である0.80gが、反応によって結びついた酸素の質量である。マグネシウムと酸素の質
量の比は、1.20：0.80を最も簡単な整数比に直すと3：2となる。この定比例の法則により、
金属の質量が決まれば反応する酸素の質量も決まるため、最終的な質量には限界が生じる。

問8 答え 2
反応によって物質の一部が気体や液体（水蒸
気）となって、試験管の外へ逃げていったた
め。

化学変化の前後で原子の組み合わせは変わりますが、原子の種類と数は変わりません（質量保
存の法則）。炭酸水素ナトリウムを加熱すると、固体である炭酸ナトリウムのほかに、気体の
二酸化炭素と液体（加熱時は水蒸気）の水が発生します。これらが試験管の外へ出ていくこと
で、残った固体の質量はもとの質量よりも減少します。

問9 答え 2
発生した気体に火のついた線香を入れると激
しく燃え、残った物質をたたくと薄く広がる
。

酸化銀を熱分解すると、気体の酸素と固体の銀に分かれます。酸素には物の燃焼を助ける性質
（助燃性）があるため線香が激しく燃え、残った銀は金属であるため、たたくと広がる（展性
）や、みがくと金属光沢が出るといった性質を示します。

問1
0

答え 1
原子の組み合わせは変化するが、原子の種類
と数は変化しないから。

化学変化とは、物質をつくっている原子の結びつきが変わり、原子の組み合わせが変化して別
の物質になることを指します。このとき、反応に関わる原子そのものが消えたり、新しい種類
の原子が生まれたり、原子の数が増減したりすることはありません。原子の種類と数が保たれ
るため、反応の前後で質量の総和が等しくなる「質量保存の法則」が成り立ちます。

問1
1

答え 3
酸化鉄が還元されて鉄になり、一酸化炭素が
酸化されて二酸化炭素になる。

溶鉱炉内部では、コークスが燃焼して生じた一酸化炭素が、酸化鉄から酸素を奪う反応が起き
ています。酸素を失う酸化鉄は還元されて鉄になり、同時に酸素を受け取る一酸化炭素は酸化
されて二酸化炭素へと変化します。このように、酸化と還元は常に同時に起こります。

問1
2

答え 2
化学変化の前後で、原子の組み合わせは変わ
るが、原子の種類と数は変わらないため

化学変化とは原子の結びつき方が変わる現象であり、原子そのものが壊れたり、無から生じた
りすることはない。反応に関わる原子の種類と数が前後で完全に一致するため、それらの合計
質量である物質全体の質量も変化しないのである。


